2018年5月10日
各　位

きょうとユニオン（京都地域合同労働組合）

執行委員長　玉井　均

きょうとユニオン30周年記念

シンポジウム＆レセプションのご案内

仲間の皆さんのご奮闘に敬意を表します。

きょうとユニオンは、今年、結成から30年を迎えます。来る6月10日に30周年記念のシンポジウムとレセプションを開催する運びとなりましたので、ご案内を申し上げます。

安倍自公政権は森友・加計問題、公文書の改竄や自衛隊日報隠し、官僚のセクハラ問題など、腐敗した末期症状を呈しています。他方で、話合いによる核戦争回避へと大きく転換した朝鮮半島情勢を妨害するかのように「制裁と圧力」路線を主張し続けています。朝鮮半島危機を煽り、戦争できる国づくり―９条改憲・非常事態法作りに邁進しています。また、労働分野においては資本に都合の良い“働かせ方改革”の強行によって資本家の支持を繋ぎ止めようと必死になっています。働く人々の生活と権利が危機に瀕しています。
このような歴史的転換点で30年を迎えるきょうとユニオンは、これからの時代にどのようなユニオンの闘いが求められているのか、真摯に問い直すチャンスだと考えています。
分断と排除の社会にEQ \* jc2 \* "Font:HGS創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ピリオド),終止符)を！　ユニオンが働く人をつなぐ「糸」になろう
をテーマに、シンポジウムでは、①労働者の分断を詳細に分析し、分断を乗り越えるために同一価値労働同一賃金を訴える禿あやみさん（跡見学園女子大学准教授）、②きょうとユニオンを含めて数多くの労働裁判に取り組み、日本労働弁護団全国常任幹事として大活躍の塩見卓也弁護士（市民共同法律事務所）、③きょうとユニオン結成当初からの組合員で二代目委員長でもある中岡基明さん（全労協事務局長）の三人から問題提起を受け、会場参加者も含めて討論会を行いたいと思います。

レセプションではきょうとユニオンの闘いを写真や映像で振り返りながら、共に闘う各団体・個人からの叱咤激励を受けつつ、楽しい時間を過ごせたら、と思っています。
つきましては、ご多忙中のこととは存じますが、30周年記念にご臨席を賜り激励・叱咤・連帯のご挨拶を頂きたく存じます。ご臨席賜れない場合にはメッセージをお寄せ願えれば幸いです。
記

名　称：きょうとユニオン30周年記念
日　時：2018年6月10日（日）　　　　場所：キャンパスプラザ京都

シンポジウム：午後２時半開場・3時開始
レセプション：午後６時開場・６時半開始
メッセージ送付先：

　　　きょうとユニオン（京都地域合同労働組合）

601-8015 京都市南区東九条上御霊町64-1　アンビシャス梅垣ビル1階

　　　　Tel：075-691-6191　Fax：075-691-6145

　　　　kyotama@mbox.kyoto-inet.or.jp
